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図1

災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第2次）
東北地方太平洋沖地震が与えた影響

東日本大震災を踏まえた

箪1次計圃 割計圃への評価「方同性の継続とさらなる発晨」

し↓幽“h し m, 肝贔幽幽|' 評価された事項 外椰評価輯告書(H29.7)
今後の科学技曾・学曾政策の在り方

について(H25.1葦朧）

•世界の地震学・火山学をリードする研究成果を生み出している
長綱的視点に立ち災害科学の一部として推遣

地震・火山 地震・火山噴火の 地震・火山噴火の
・災害科学としての一歩を踏み出した
指摘された事項
・災害の軽減に貢献するための研究の一層の推進

［社会のための社会の中の瓢学技衛J
一人文・社会科学も含めた研究体制の構築など

総合的かつ学際的な椎準

現象の解明のための 杢測のため 災害誤因予測のため
観測研究 の観測研究 の観測研究

・理学 ， 工学 ， 人文・社会科学の研究者間のより一唇の連携強化
・研究目標と目標に対する達成度の明確化

研究を推進するための体制の整備
・社会や他分野の研究者のニーズ把握とそれに合致した研究の推進
・火山の餞測研究を安定して実施する体制の整備

ポイント 地震・火山噴火及びこれらによって引き起こされる災害の科学的解明等を通じて災害軽減に貢献

► 地震・火山環象を解明し ， 予瀾の高度化を推進するとともに ， その成果を活用して地震や火山噴火による災害の軽滅につながる研究を推進
fとて のこ モニ＇ンにづ ，、 モ → レのに，、，、の

► 南潟トラフ沿いの巨大地震．桜島大蠣模火山噴火等をターゲットとして ， 地震学・火山学・災害科学上の重要性に鑑み分野横断で取り組む「織合的な研究」を実施
► 地震学 ・ 火山学を中核として．理学，工学，人文 ・ 社会科学の防災関連研究者が連携。防災リテラシー向上のための研究にも新たに取り絹む
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蝙璽や火山嘱火の遍去の年m．輪珊 ・化匹糧事のill寛を 蝙璽や火山嘱象の髯学納珊鯛を鵬まえ．Ill璽量生や火山嘱火の長躙から耀襴1：： 一び大馳●による災害リスク匹遭め鼻●火山瀾象の置本的●鱒を震化． ゎたる予瀾のための弩寛を撞遭． 亭議の富属化。ll!囀．彎古•嶋賣デ＿夕9--•火山嘱象 鶴翼ど，，；；；ュレ＿ションによるブレート壇昴嶋震の予●亭立を圃舅． 嶋重重●菫．火山疇出鞠の●鴫的予●亭麓の富皇化。

図2
地震・火山研究に関する建議一 覧

建議年月日 件名 実施期間 審議会地震 火山
1964(539).07.18 地震予知研究計画の実施について 1965~ 
1966(541).07.09 地震予知研究計画について 1968年度

1968(543).07.16 地震予知の推進に関する計画の実施について 1969~ 
1973年度

1973(548).06.29 地震予知⑬佳進に関する第3次計画の実施について 火山噴火予知計画の推進について

1975(550).07.25 第3次地震予知計画の一部見直しについて 1974~ 

火山噴火予知計画の一部見直しについて
1978年度

1976(551).12.17 第3次地震予知計画の再度一部見直しについて

1979~ 測地学
1978(553).07.12 地震予知研佳進に関する第4次計画の実施について 第2次火山噴火予知計画の推進について 1983年度 審議会

1983(558).05.31 第5次地震予知計画の推進について 第3次火山噴火予知計画の推進について 1984~ 
1988年度

1988(S63).07.28 第6次地震予知計画⑬佳進について 第4次火山噴火予知計画の推進について 1989~ 
1993年度

1993(H05).07.30 第7次地震予知計画研佳進について 第5次火山噴火予知計画の推進について 1994~ 
1995(H07).04.20 第7次地震予知計画の見直しについて 1998年度

1998(H10).08.05 坦虞予知のための新たな観測研究計画の推進について 第6次火山唄火予知計画の推進について 1999~ 
2003年度

2003(H15).07.24 地震予知のための新たな観測研究計画（第2次）の 第7次火山噴火予知計画の推進について 2004~ 
推進について 2008年度

2008(H20).07.17 地震及び火山噴火予知のための観測研究計画の推進について 2009~ 科学
2012(H24).11.28 地農及び火山噴火予知のための観測研究計画の見直しについて 2013年度 技術・

2013(H25).11.08 災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画の推進について 2014~ 学術
2018年度 審議会

2019(H31).01.30 災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第2次）の推進について 2019~ 
2023年度
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